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「西大和ニュータウンにおける住宅利活用調査」 



調査設計 
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（１）調査目的 

対象住宅団地における空き家の実態および利活用に関する所有者の意向を把握する。 
 

（２）調査課題 

     ① 対象住宅が空き家となった経緯や維持管理状況の把握 
     ② 空き家所有者の住宅利活用意向の把握 
 
（３）調査方法 

郵送アンケート調査 
 
（４）調査対象者条件とサンプル数 

＜調査対象条件＞ 

  現地調査等により空き家と判断した住宅の所有者 

＜調査対象＞ 

  77件 （登記情報により特定） 

   ＜到達数＞ ※宛先不明による戻りを除いた数 
     57件 
   ＜有効回答数・到達数に対する回答率＞ 
     16件・28.1％ 
 
（５）調査実施時期 

2015年3月25日(水)～2015年4月27日(月) 
 
（６）調査実施機関 

大阪ガス行動観察研究所株式会社 （現・株式会社オージス総研） 



62.5%

31.3%

6.3%

(n=16)

男性 女性 無回答

１．プロフィール 
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■住居形態 

■性別 ■年代 

「男性」が６割強。年代は「60代」が中心で平均約６０歳。 
住居形態は「持家戸建」もしくは「持家集合」。家族形態は「夫婦と子ども」もしくは「夫婦のみ」。 

■居住地 

（１）回答者プロフィール 

■同居家族人数 ■家族形態 

-
6.3

6.3 25.0 43.8 12.5 - 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
(n=16)

20代以下 30代 40代 50代

60代 70代 80代以上 無回答

平均

(歳)

59.83
31.3 25.0 - 37.5 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
(n=16)

河合町内 西和広域圏

上記以外の奈良県内 奈良県以外

無回答

56.3 37.5 -
-

-
-

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
(n=16)

持家戸建 持家集合 賃貸戸建

賃貸集合 シニア向け住宅 その他

無回答

- 31.3 37.5 25.0
-

- 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
(n=16)

１人（一人暮らし） ２人 ３人

４人 ５人 ６人以上

無回答

- 31.3 62.5 -
-

-
6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
(n=16)

一人暮らし 夫婦のみ
夫婦と子ども 夫婦と親世帯
親世帯と夫婦と子ども その他
無回答



１．プロフィール 
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■登記上の所有者（宛先）との関係 ■所有者の職業 

回答者の７割強は登記上の所有者「本人」。 
所有者の約８割は有職者。  

（２）所有者について 

75.0 6.3 6.3- 6.3 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
(n=16)

本人 配偶者・パートナー

子ども 親

その他 無回答

12.5 12.5 18.8 6.3 6.3- 18.8 -6.3 6.3 6.3 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
(n=16)

会社経営者 会社役員
会社員 公務員
パート・アルバイト 専門職
自営業 学生
専業主婦・主夫 無職
その他 無回答



２．対象住宅について 
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■対象住宅の現況 

■所在地 ■住宅の取得方法 

住宅の取得方法は、「相続譲り受けた」が４割強で中心。 
ほぼすべての住宅が空き家。空き家への居住経験は半数強が「住んでいたことがある」。 

■住宅の購入（建築）元 

（１）対象住宅の概要 

■対象住宅への居住経験 

43.8%

25.0%

18.8%

12.5%

(n=16)

星和台 中山台 広瀬台 高塚台

93.8%

6.3%

(n=16)

常に住んでいる人はいない その他

53.3%
46.7%

(n=15)

住んでいたことがある

住んだことがない

12.5 18.8 25.0 43.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=16)

新築した（注文住宅）
新築の分譲住宅・建売住宅を購入した
中古住宅を購入した
相続で譲り受けた

37.5 18.8 18.8 6.3 18.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=16)

西大和開発または西大和サービス
ハウスメーカー
不動産会社
その他
わからない・覚えていない



２．対象住宅について 
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■空き家なったきっかけ （複数回答可）  

■直前の利用形態 ■空き家となっている期間 

空き家になる直前は「家族または親族の住まい」が半数強。また、空き家となって「10年以上」が３割強を占める。 
空き家になったきっかけは、「相続により取得したが入居していない」が４割。 

（２）空き家となった経緯 

13.3 53.3 20.0 6.7 6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=15)

自身の住まいとして利用していた
家族または親族の住まいとして利用していた
賃貸で人に貸していた
その他
わからない

40.0

13.3 13.3 13.3 13.3

6.7

0.0 0.0

13.3

0%

10%

20%

30%

40%

50%

相
続
に
よ
り
取
得

し
た
が
入
居
し
て

い
な
い

別
の
住
宅
へ
転
居

し
た

週
末
な
ど
一
時
的

利
用
の
た
め
に

取
得
し
た

居
住
用
に
取
得

し
た
が
入
居
し
て

い
な
い

賃
貸
用
に
取
得

し
た
が
入
居
者
が

み
つ
か
ら
な
い

転
勤
や
入
院
等
に

よ
り
長
期
不
在
と

な
っ
た

建
替
え
や
改
修
の

た
め
一
時
的
に

退
去
し
て
い
る

売
買
用
に
取
得

し
た
が
購
入
者
が

み
つ
か
ら
な
い

そ
の
他

(n=15)
・新しく住宅を取得 1件 
・隣地に新築 1件 

-

-

-
20.0 6.7 20.0 13.3 33.3 6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=15)

３ヶ月未満 ３ヶ月～半年未満 半年～１年未満

１年～２年未満 ２年～３年未満 ３年～５年未満

５年～10年未満 10年以上 わからない

平均

(年)

6.00



３．住宅の維持管理について 
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■実施したリフォーム・メンテナンス （複数回答可） 

■空き家の主な維持管理者 ■空き家の維持管理頻度 

対象住宅は「自分で管理している」が７割弱。維持管理の頻度は「半年に１～数回程度」が半数弱。 
「リフォーム」経験は半数弱で、実施内容は「キッチン・水回りのリフォーム」と「屋根・外壁の塗装・修繕」が中心。  

（１）住宅の維持管理状況 

57.1

42.9

28.6

14.3 14.3 14.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

キ
ッ
チ
ン
・
水
周

り
の
リ
フ
ォ
ー
ム

屋
根
・
外
壁
の

塗
装
・
修
繕

間
取
り
の
変
更

増
築
ま
た
は
減
築

内
装
の
変
更

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

耐
震
改
修

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

防
犯
設
備
の
充
実

ガ
レ
ー
ジ
な
ど
の

外
構
の
補
修

そ
の
他

(n=7)

■リフォームの内容 （複数回答可） 

 ※リフォームを実施したと回答した方のみ 

0.0

46.7

6.7

40.0

6.7

0%

10%

20%

30%

40%

50%

住
宅
診
断
・
建
物

検
査

リ
フ
ォ
ー
ム
（
耐
震

補
強
も
含
む
）

そ
の
他

い
ず
れ
も
行
っ
た

こ
と
が
な
い

無
回
答

(n=15)

66.7 13.3 6.7 13.3 -
-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=15)

自分で管理している 子ども・親族が管理している

友人・知人・隣人が管理している 専門の管理業者に委託している

ほとんど何もしていない その他

20.0 26.7 46.7 6.7
-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=15)

週に１～数回程度 月に１～数回程度 半年に１～数回程度

年に１回程度 ほとんど何もしていない その他



３．住宅の維持管理について 
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■実施したいリフォーム （複数回答可） 

 ※「リフォームを実施したい」と回答した方のみ 

■実施したいリフォーム・メンテナンス （複数回答可） ■実施したい住宅診断 （複数回答可） 
 ※「住宅診断・建物検査を実施したい」と回答した方のみ 

半数弱は今後大がかりな維持管理を予定しておらず、過去のリフォーム経験の有無による差は見られない。 

（２）今後の維持管理について 

40.0 40.0

20.0 20.0 20.0

0.0 0.0

20.0

0%

10%

20%

30%

40%

50%

屋
根
・
外
壁
の
検
査

床
下
の
検
査

水
周
り
の
検
査

耐
震
診
断

省
エ
ネ
診
断

小
屋
裏
の
検
査

そ
の
他

無
回
答

(n=5)

66.7 66.7 66.7 66.7

33.3 33.3 33.3 33.3 33.3

0.0 0.0
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

屋
根
・
外
壁
の

塗
装
・
修
繕

キ
ッ
チ
ン
・
水
周
り

の
リ
フ
ォ
ー
ム

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

ガ
レ
ー
ジ
な
ど
の

外
構
の
補
修

増
築
ま
た
は
減
築

間
取
り
の
変
更

内
装
の
変
更

耐
震
改
修

防
犯
設
備
の
充
実

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

そ
の
他

(n=3)

33.3

20.0

26.7

0.0

46.7

0%

10%

20%

30%

40%

50%

住
宅
診
断
・
建
物

検
査

リ
フ
ォ
ー
ム

（
耐
震
補
強
も
含
む
）

建
て
替
え

そ
の
他

実
施
し
た
い
も
の
は

な
い

(n=15)

■実施したメンテナンス別実施したいリフォーム・メンテナンス 

住宅診断・
建物検査

リフォーム
（耐震補強
も含む）

建て替え
実施したい
ものはない

15 33.3 20.0 26.7 46.7

リフォーム（耐震補強も含む） 7 42.9 14.3 14.3 42.9

その他 1 - - - 100.0

いずれも行ったことがない 6 16.7 16.7 50.0 50.0

実

施

し

た

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

実施したいリフォーム・メンテナンス
調
査

数

全　体



４．住宅の利活用について 

10 

■賃貸化や売却の不安点 （複数回答可） 

 ※「賃貸住宅として貸す」もしくは「売却する」と回答した方のみ 

■今後の利活用予定 （複数回答可） ■現在行っていること 

 ※「賃貸住宅として貸す」もしくは「売却する」と回答した方のみ 

空き家所有者のうち、売却もしくは賃貸化を予定しているのは半数強。うち半数は募集をしている。 
賃貸化や売却の不安点は「希望の条件では買い手や借り手がつかない」が半数。 

（１）利活用意向 

33.3 33.3 33.3 33.3

13.3 13.3

6.7

0.0
0%

10%

20%

30%

40%

家
族
や
親
族
が
住
む
、

ま
た
は
相
続
す
る

賃
貸
住
宅
と
し
て

第
三
者
に
貸
す

売
却
す
る

現
状
の
ま
ま
維
持

す
る

自
身
が
住
む

住
宅
を
解
体
し
、
土
地

を
活
用
す
る

そ
の
他

特
に
考
え
は
な
い

(n=15)

50.0

25.0 25.0

12.5 12.5

0.0

37.5

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

希
望
の
条
件
で
は
買
い

手
や
借
り
手
が
付
か
な

い
の
で
は
な
い
か

賃
貸
化
や
売
買
の

手
続
き
が
面
倒

買
い
手
や
借
り
手
が

付
く
ま
で
に
時
間
が

か
か
る
の
で
は
な
い
か

親
族
の
同
意
を
得
る
の

が
難
し
い

他
人
が
入
居
す
る
こ
と

へ
の
抵
抗
感
が
あ
る

ど
う
や
っ
て
賃
貸
化
や

売
買
を
す
れ
ば
よ
い
か

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

(n=8)

- 25.0 25.0 12.5 - 37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=8)

売却と賃貸の両方で募集している
売却先（購入者）を募集している
賃貸として入居者を募集している
募集はしていないが不動産業者に相談している
その他
特に何もしていない



20.0 40.0 20.0 20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=5)

7.5万円 ８万円 10万円 15万円

平均

(万円)

9.70

４．住宅の利活用について 
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■想定賃貸期間 

 ※今後「賃貸住宅として貸す」と回答した方のみ 

■家賃希望（／月） 
 ※今後「賃貸住宅として貸す」と回答した方のみ 

賃貸化の場合の想定賃貸期間は「３～５年未満」か「10年以上」。家賃希望は「８万円」が中心で平均約１０万円。 
入居や利活用を考えない理由は「今後の予定が決まっていないから」。 

利活用を全く考えていない２名は２名とも「今後の予定が決まっていないから」と回答している。  

（１）利活用意向 

■入居や利活用を考えない理由 （複数回答可） 

 ※「現状のまま維持する」と回答した方のみ 

60.0

0.0 0.0 0.0

20.0 20.0

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

今
後
の
予
定
が

決
ま
っ
て
い
な
い

か
ら

手
続
き
が
面
倒

だ
か
ら

共
同
名
義
で
同
意
を

得
る
の
が
難
し
い

か
ら

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

よ
い
か
わ
か
ら
な
い

か
ら

そ
の
他

無
回
答

(n=5)

-
-

40.0 20.0 40.0 -

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=5)

１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～10年未満 10年以上 その他

平均

(年)

7.10



４．住宅の利活用について 
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■相談意向 

■維持管理・利活用で知りたい情報 ■賃貸化や売却の相談先 

４割弱が現在の住宅の評価に関する情報を求めている。賃貸化や売却の相談先は「不動産事業者」が６割強。 
現時点では６割強は「相談したい内容は特にない」。  

（２）情報入手について 

25.0 25.0 25.0

18.8

12.5

6.3

0.0

43.8

0%

10%

20%

30%

40%

50%

現
在
の
住
宅
の
性
能

現
在
の
住
宅
の
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値

賃
貸
化
や
売
買
に

関
す
る
情
報
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ォ
ー
ム
に
関
す
る

情
報

相
談
窓
口
や
業
者
の

情
報

自
分
で
で
き
る
点
検
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法

そ
の
他

特
に
知
り
た
い
情
報
は

な
い

(n=16) 62.5

12.5 12.5

0.0

18.8

6.3 6.3 6.3

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

不
動
産
事
業
者

現
在
の
住
ま
い
を

建
築
・
販
売
し
た

事
業
者

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者

そ
の
他

ど
こ
に
相
談
し
た
ら

い
い
か
わ
か
ら
な
い

ど
こ
に
も
相
談
し
な
い

具
体
的
な
考
え
は
な
い

無
回
答

(n=16)

18.8%

62.5%

18.8%

(n=16)

相談したい内容がある
相談したい内容は特にない
無回答

■相談したい内容 

【相続での取得・県外在住・賃貸化/売却意向があり・募集等していない】 
・売却、賃貸の相談 
・リフォームのコストパフォーマンス 
 
【家族が別宅として購入・河合町内在住・居住意向あり】 
・リフォームがいいか新築がいいか。相続のこと。 



まとめ 
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＜ 対象住宅が空き家となった経緯と維持管理状況 ＞ 

 今回の回答者のほとんどが登記簿上の所有者本人であった。 

 家族・親族の住まいを相続により取得することで空き家となったケースが中心で、空き家になってからの経過年数は平均６年程度。 

 約半数のオーナーは、現在空き家となっている対象住宅に自身が居住していた経験をもつ。 

 空き家の多くが自己管理で、頻度は半年に１～数回程度が中心。 

 リフォーム経験のある場合の内容は、「キッチン・水回りのリフォーム」と「屋根・外壁の塗装・修繕」が中心。既にリフォーム経験があっても、今後の

メンテナンスとして「住宅診断・建物検査」の実施意向が比較的高い。 

 リフォーム経験がない場合、大きくは「建替の検討」と「特にリフォームやメンテナンスを考えていない」に二分される。 

＜ 空き家所有者の住宅利活用意向と阻害要因 ＞ 

 相続で入手した物件は賃貸化や売却を検討される傾向にある。賃貸化や売却の不安点は「希望の条件で買い手や借り手がつかないのではない

か」というマッチングに関する部分が多い。 

 転居で空き家となった物件は、将来的に自身や家族が居住することが想定されている。 

 件数自体は少ないものの、今後の予定が決まらず空き家のまま維持するというケースがある。 

 住宅の維持管理・利活用の情報に関して、「住宅の性能や価値」に関する情報ニーズは比較的高い。 

空き家になる前の利用状況 居住経験 空き家経緯 今後の利活用意向 現状 件数 

家族の住まい それぞれ 相続 賃貸化と売却のどちらかは視野に入る それぞれ ６件 

自身または家族の住まい あり 転居/長期不在 建て替え/家族が居住・相続 ― ３件 

一時利用/別宅利用 一時利用/なし 一時利用のみ/別宅利用 自身や家族が住む/不明 ― ３件 

賃貸物件として取得 なし 入居者なし 賃貸利用 賃貸募集中 ２件 

賃貸/不明 あり 賃貸が嫌に/取得後入居せず 現状維持（予定が決まらないため） ― ２件 

■空き家になった経緯（パターン）別にみた物件の現状と今後の利活用意向 
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